
122024（令和６）年１月４日発行No.20613 2024（令和６）年１月４日発行No.206

　
　
　
「
脱
炭
素
社
会
の
推

進
」
に
向
け
て
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　
脱
炭
素
社
会
の
推
進

を
図
る
べ
く
、
次
の
３
つ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。

　
一
つ
目
は
、
一
般
家
庭
へ

の
太
陽
光
発
電
、
蓄
電
池
等

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
及

び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導

入
支
援
の
強
化
、
二
つ
目
は
、

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
有

効
利
用
、
家
畜
ふ
ん
尿
を
地

議
員

町
長

　
　
　
畜
産
開
発
公
社
の
育

成
牛
舎
や
畜
産
バ
イ
オ
マ
ス

プ
ラ
ン
ト
等
を
一
帯
的
に
整

備
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
町
の
畜
産
開
発
公
社

で
は
、
育
成
牛
舎
の
整
備
か

ら
48
年
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

「
新
葛
巻
型
酪
農
構
想
」
で

掲
げ
る
「
公
共
牧
場
の
機
能

強
化
」
を
実
現
す
る
た
め
、

議
員

町
長

一般質問

辰
たつ

柳
やなぎ

　敬
けい

一
いち

 議員

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て

捉
え
、
畜
ふ
ん
バ
イ
オ
マ
ス

プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
発
生
し
た

熱
・
電
気
を
活
か
し
た
高
付

加
価
値
農
産
物
の
栽
培
を
目

指
し
、
今
後
検
討
を
進
め
る
。

　
三
つ
目
は
、
町
民
へ
の
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
価

な
電
力
供
給
で
あ
り
、
町
内

で
発
電
さ
れ
た
電
力
を
そ
の

ま
ま
利
用
で
き
る
電
力
供
給

の
仕
組
み
を
見
直
し
、
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
、
町

外
か
ら
の
企
業
誘
致
に
も
つ

な
げ
た
い
。

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
施
策
の
展
開

畜
産
開
発
公
社
施
設
の

　
　
一
帯
的
な
整
備
を

畜ふんバイオマスで発生した熱により
マンゴーを育てている北海道鹿追町
（県外行政視察・令和４年）

問

答

脱炭素社会に向けた取り組みは

３つの取り組みについて検討

　
　
　
新
年
度
予
算
の
編
成

方
針
と
主
要
な
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
事
業
を
伺
う
。

　
　
　
令
和
６
年
度
の
編
成

方
針
と
し
て
は
、「
人
口
減

少
対
策
」
に
向
け
た
施
策
を

積
極
的
に
展
開
し
、
施
策
の

優
先
順
位
を
洗
い
直
し
、
明

確
な
戦
略
の
も
と
着
実
に
目

標
を
達
成
す
る
予
算
と
し
て

編
成
す
る
よ
う
指
示
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
併
せ
て
、
物
価
高
騰
対
策

に
係
る
政
策
的
な
事
業
予
算

に
つ
い
て
は
、
国
及
び
県
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
早

期
に
協
議
・
調
整
す
る
よ
う

指
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

の
主
要
事
業
に
つ
い
て
は
、

最
重
要
課
題
で
あ
る
「
人
口

減
少
対
策
」や「
地
方
創
生
」

へ
の
取
組
み
に
向
け
、
必
要

な
事
業
を
盛
り
込
ん
で
い
く

考
え
で
あ
る
。

議
員

町
長

　
　
　
主
要
４
基
金
の
今
後

の
動
向
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
現
在
の
主
要
４
基
金

の
状
況
は
、
財
政
調
整
基
金

は
標
準
財
政
規
模
の
20
㌫
を

目
安
と
し
て
お
り
、
残
高
は

約
７
億
９
０
０
０
万
円
、
減

債
基
金
は
地
方
債
借
入
残
高

の
10
㌫
を
目
安
と
し
て
お
り
、

残
高
は
約
９
億
１
０
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

　
公
共
施
設
等
整
備
基
金
に

お
い
て
は
、
病
院
建
設
事
業

議
員

町
長

　
　
　
個
人
町
民
税
と
固
定

資
産
税
の
動
向
を
伺
う
。

　
　
　
個
人
町
民
税
の
動
向

は
、
こ
の
10
年
で
約
２
２
0

人
減
少
し
て
い
る
一
方
、
収

入
済
額
は
増
加
傾
向
で
推
移

し
て
い
る
。

　
今
後
、
納
税
義
務
者
数
は

微
減
の
２
５
０
０
人
前
後
で

推
移
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、

1
億
５
０
０
０
万
円
か
ら
１

億
７
０
０
０
万
円
前
後
で
推

移
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。

　

次
に
固
定
資
産
税
で
は
、

当
面
の
収
入
見
込
額
は
３
億

議
員

町
長

柴
しば

田
た

　勇
いさ

雄
お

 議員

一般質問

当
初
予
算

　
編
成
方
針
と
主
要
事
業

基
金
の
積
み
立
て
動
向

個
人
町
民
税
と

　
　
　
資
産
税
の
動
向

建設事業費の償還が始まる
高齢者福祉センター

や
江
刈
地
区
水
道
整
備
事
業

な
ど
、
公
営
企
業
が
実
施
し

た
大
規
模
事
業
に
係
る
企
業

債
の
償
還
金
に
充
て
る
ほ
か
、

新
庁
舎
建
設
事
業
な
ど
大
型

の
ハ
ー
ド
事
業
の
財
源
の
一

部
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　
な
お
、
令
和
４
年
度
か
ら

病
院
事
業
、
令
和
５
年
度
か

ら
水
道
事
業
、
令
和
６
年
度

か
ら
は
新
庁
舎
建
設
事
業
の

元
金
償
還
が
始
ま
り
、
こ
れ

ま
で
は
大
型
事
業
に
対
す
る

「
備
え
」
で
あ
っ
た
が
、
今

後
は
基
金
を
取
り
崩
し
て

「
活
用
す
る
」
状
況
に
移
行

し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今

後
基
金
総
額
に
つ
い
て
は
、

年
々
減
少
し
て
い
く
見
通
し

で
あ
り
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
に
な
る
が
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
を
維
持
し
つ
つ
、

町
政
発
展
に
向
け
て
必
要
な

事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
財

源
と
し
て
、
引
き
続
き
計
画

的
な
基
金
の
運
用
に
努
め
て

い
く
。

問

答

新 年 度 予 算 の 編 成 方 針 は

人 口 減 少 対 策 を 積 極 展 開

円
か
ら
３
億
５
０
０
０
万
円

台
で
推
移
す
る
も
の
と
予
想

し
て
い
る
。

２
５
０
０
頭
規
模
の
新
た
な

育
成
牛
舎
の
整
備
を
検
討
し

て
い
る
。

　
酪
農
家
が
安
心
し
て
預
託

で
き
る
体
制
と
環
境
を
整
備

し
、
併
せ
て
畜
ふ
ん
バ
イ
オ

マ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
一
帯
的
に

整
備
す
る
こ
と
で
、
ふ
ん
尿

処
理
の
課
題
を
図
り
た
い
。

　
こ
れ
ら
総
合
的
な
検
討
を

進
め
な
が
ら
、
本
町
の
酪
農

が
１
０
０
年
先
ま
で
持
続
で

き
る
よ
う
各
種
施
策
を
講
じ

な
が
ら
基
盤
整
備
を
進
め
て

い
く
よ
う
考
え
て
い
る
。

北海道上士幌町の大規模育成牛舎
（県外行政視察・令和４年）


